
中高年男性の自殺予防の取り組み(1)
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人口動態統計
警察統計分析

断酒会調査
（平成21.4月～6月）

心理学的剖検

• アルコールと自殺に
ついての積極的な啓
発の必要性

• アルコールの問題を
抱えた人たちへの相
談支援の充実の必要
性

【症例対照研究】

• 自殺の危険因子とし
てのアルコール使用
障害

【中高年男性の自殺事
例の類型分析】

• 社会的問題（借金）の
背後にアルコールの
問題

• 不眠への対処として
のアルコール，治療・
援助を受けていない

• 中高年男性における
自殺死亡率の急増

• 中高年におけるアル
コール問題の過小評
価
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中高年男性の自殺予防対策の取り組み(2)

「大綱」（平成20年10月31日一部
改正）における明記

（当初の大綱には明記なし）

学術団体等との連携
「大綱」見直し

（平成24年8月）への提言

アルコール・薬物関連の諸学会
からの知見も総括し提言
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中高年男性の自殺予防の取り組み(3)

のめば，のまれる」の作成・普及
地域における啓発資材として作成

発行部数65,000部

国立久里浜医療センター，全日本
断酒連盟，アルコール薬物問題市

民協会（ASK）等との連携

メディアカンファレンスにおける
情報提供
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児童相談所におけるこころの健康と
支援のための学術調査
• 児童相談所の相談業務における自死遺児等の実態，支援の状況と課題，また保護者等の自殺関連行動およびメンタ

ルヘルスの問題を調査することにより，児童相談所と関連機関で提供する自死遺児・保護者等に必要な精神保健的

支援・社会的支援を明らかにすることを目的とした

• 全国207か所の児童相談所を対象に，２種類の調査票（施設調査票・一時保護となった児童の利用者調査票）による

調査を実施した（施設調査票の調査項目は，児童の保護者等に見られた自殺既遂事例の数，自死遺児支援サービス

の実施の有無等である。利用者調査票の調査項目は自殺関連行動の見られた人物に関すること，当該児童への支

援の現況等）

• 25年度中に保護者等に自殺既遂があった児童が少なくとも1人確認された児童相談所は4割であった

• 自殺既遂または自殺未遂・自傷行為の見られた人物（児童の保護者等）の8割以上が精神疾患のために医療機関を

受診した経験があった。保護者等に自殺関連行動が見られた児童の家庭では，経済生活の困難（「生活保護受給」

（30.8%），「生活困窮」（28.5%）），ひとり親家庭（「離婚」（46.5%），父親が「いない」（27.9%））の割合が高かった

児童相談所において自殺関連行動への関わりを余儀なくされる児童が

一定数存在することを認識し，これらの児童に提供可能な支援の検討が

必要である。このためには，児童相談所内部での援助技術や知識の習

得と，外部との専門機関を含めた包括的な援助体制の構築によって児

童相談所の援助活動を支援していくことが望まれる 23



川上からの予防アプローチ
（世界自殺レポート）

ライフコースの早い段階での危険因子や保護因子に向けた「川上からのアプローチ」（upstream 
approaches）には，時間とともに「より適応的なアウトカムに向けてやっかいなものを変化させ

る」可能性がある。このアプローチは同時に，自殺，物質乱用，暴力や犯罪等の広範囲にわた
る健康や社会的アウトカムに影響を及ぼすかもしれない 24



まとめ

• 国際的に，自殺対策とアルコール健康障害対策
は連携をもつことが期待されている

• 自殺対策，アルコール健康障害対策とも，包括的
な対策が求められているが，日本には両者の連携
が進む基盤がある

• 自殺対策，アルコール健康障害対策は，中高年の
自殺予防，さらに若年層の中長期的な自殺予防
につながる可能性がある
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